
令和６年度大月市事業仕分け～満足度向上会議～　テーマ型協議分

テーマ名と事業名 手法 協議を行ってみて

・前半パートと後半パートに分かれ
て、前半パートで各担当課が事業説明
を行い、それに対する仕分け人との議
論を聞きながら、市民判定人が意見
シートに記入をし、後半パートで市民
から事業に関する意見を聞き協議を行
いました。

・現状で、懸案となっている事業を複合的に合わせてテーマとして設定
し、市民と外部人材を交えて協議を行いました。試行的に行ったため、
時間的な制約があり、深い部分までの議論とまではいかなかったもので
すが、参加された市民判定人と、行政課題について共有し、共に考える
時間を作ることができたことは成果であり、また、市が抱えている課題
について、知っていただくことができたことも成果であります。
　市民判定人から出た実感を伴った生の声を市役所内で共有し、それら
の意見を踏まえた上で、市民の満足度向上につながるよう各事業を進め
ていきたいと考えております。

テーマ番号A
地域の拠点の活かし方を考えよう
　　　　　・事業番号Ａ001
　　　　　　　出張所の運営事業
　　　　　　　（市民課）
　　　　　・事業番号Ａ002
　　　　　　　地区公民館管理運営事業
　　　　　　　（社会教育課）

テーマ番号B
インバウンドを生かす方策を考えよう
　　　　　・事業番号Ｂ001
　　　　　　　情報発信強化事業
　　　　　　　　（秘書広報課）
　　　　　・事業番号Ｂ002
　　　　　　　ｵｰﾊﾞｰﾂｰﾘｽﾞﾑの未然防止・抑制に
　　　　　　　よる持続可能な観光推進事業
　　　　　　　　（産業観光課）


